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つ な ん じ か ん

ある晴れた日の朝に

多雪地帯の津南でも、放射冷却により晴れた日の朝は、路面が凍ります。
砕かれた細かな雪がちょうど良くマンホールの溝に入り込み、
その上を車が通ることで、黒一色で目立たないマンホールが、
まるで版画のように浮かび上がっていました。
普段あまりマンホールをまじまじと見ることはないですが、
思わず立ち止まり、パシャリ。

みなさん、描かれているもの、覚えていますか？

答え(ノギク・イワナ・ウグイス・ムササビ)
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特集
北陸新幹線開業
変わる鉄道事情

ご存じですか育ネットつなん
町スキー大会の結果

スカイランタンを上げよう !

町５大ニュース発表

見て・知って・得をする かわらばん
病院歳時記・年金コーナー・100 日運動・議会コーナー
こんにちは 包括支援センターです
は～い保健師です・健康づくりアラカルト
ライブラリーコーナー・ペンリレー
つなんの文芸
いきいき大好き津南町
Ｔａｐでいこう！・津南石造物散歩
農業委員会の窓
あどあど通信・ジオサイトを探検し隊！
なじょもん通信・戸籍の窓・広報編集室・津南町の人口

つなんまちかどスケッチ
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広報 4平成27年２月号

特 
集

開
業
ま
で
１
ヶ
月
を
き
っ
た
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
。

大
き
な
ダ
イ
ヤ
改
正
と
と
も
に
か
わ
る
鉄
道
事
情

に
つ
い
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

3月14日
北陸新幹線金沢開業

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
昨
年
末
に
発
表
さ
れ

た
３
月
14
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
い
て
、

飯
山
駅
を
発
着
す
る
便
に
つ
い
て
飯
山
駅

へ
の
停
車
時
刻
表
が
あ
き
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

当
初
発
表
さ
れ
て
い
た
運
行
概
要
で
は

上
下
そ
れ
ぞ
れ
12
本
ず
つ
の
停
車
の
予
定

で
し
た
が
、
通
勤
時
間
帯
の
利
便
性
を
図

る
た
め
、
左
の
図
の
左
の
表
の
と
お
り
、

飯
山
駅
に
上
り
14
本
（
内
２
本
は
平
日
の

み
）、
下
り
12
本
が
停
車
予
定
で
す
。

《平日のみ運転》
　※１：長野発7:07 東京行（8:32着）に接続
　※２：長野発8:30 東京行（10:12着）に接続

上り（長野・東京行き）

下り（金沢行き）

飯
山
駅

北
陸
新
幹
線

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
時
の
ダ
イ
ヤ
発
表

I i y a m a
S t a t i o n

金
沢

上
越
妙
高

飯
山

新
高
岡

富
山

黒
部
宇
奈
月
温
泉

糸
魚
川

長
野

東
京

飯山駅発車時刻 行き先 （到着時間）
6:48 長野 （7:00）※1

7:27 東京 （9:20）
8:04 長野 （8:16）※2

8:39 東京 （10:40）
9:36 東京 （11:32）

10:37 東京 （12:28）
12:48 東京 （14:28）
14:49 東京 （16:28）
16:28 東京 （18:12）
18:00 東京 （20:00）
18:55 東京 （20:52）
19:22 東京 （21:16）
21:01 東京 （22:52）
22:51 長野 （23:02）

飯山駅発車時刻 行き先 （到着時間）
6:22 金沢 （7:38）
8:21 金沢 （9:37）
9:32 金沢 （10:48）

11:36 金沢 （12:55）
12:44 金沢 （13:59）
13:27 金沢 （14:42）
14:54 金沢 （16:13）
16:52 金沢 （18:13）
17:40 金沢 （18:55）
19:06 金沢 （20:21）
20:39 金沢 （21:54）
21:56 金沢 （23:11）
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5 広報 平成27年２月号

飯
山
駅
を
利
用
す
る
時
は

市
営
の
駐
車
場
が
便
利
で
す

あっと
いう間の
金沢でした

　

当
日
の
試
乗
会
で
は
長
野
駅
か
ら
、
金
沢

駅
ま
で
の
各
駅
を
通
り
ま
し
た
。
聞
く
と
こ

ろ
に
よ
る
と
一
般
公
募
は
倍
率
が
約
77
倍
に

も
な
っ
た
ん
だ
と
か
。
私
は
観
光
協
会
長
と

し
て
行
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
こ
れ
も
役

得
で
し
ょ
う
か
。
車
内
は
広
く
、
と
て
も
静

か
で
し
た
。
飯
山
か
ら
富
山
ま
で
は
ト
ン
ネ

11 月 ９ 日 に 在 来

線が開業した新飯

山駅ですが、斑尾

口広場に建設され

ている立体駐車場

も３月 14 日の利

用開始に向け整備

が進められていま

す。 立体駐車場完成予想図

試乗会には一般の部で2800人の募集に対し、

倍率約77倍となる21万6319人が応募しました

津南町観光協会長

尾池　三佐子さん
金沢は歓迎ムード一色でした

車窓からは立山や上越の山々が見えます

建設の進む立体駐車場（10月24日撮影）

斑尾口広場

新・飯山駅

（取材協力　飯山市役所　新幹線駅周辺整備課　新幹線駅周辺整備係）

使用区分 平面駐車場 立体駐車場

１時間以内 無  料 無  料

１時間〜４時間 100円 200円

４時間〜８時間 200円 400円

８時間〜12時間 300円 600円

12時間〜24時間 400円 800円

24時間〜48時間 600円 1,000円

48時間を超える
600円に24時間ま
でごとに600円を
加算した額

1,000円に24時間
までごとに1,000
円を加算した額

定期利用 年60,000円 年120,000円

● 駐車場料金表 ● 飯山駅斑尾口平面図

試
乗
会
に

参
加
し
て

V
oice

ル
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に

金
沢
へ
。
観
光
に
つ
い
て
は
、
金
沢
方
面
ば

か
り
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
飯
山
駅
や

上
越
妙
高
駅
で
降
車
し
た
観
光
客
が
飯
山
線

や
ほ
く
ほ
く
線
な
ど
を
利
用
し
２
方
向
か
ら

こ
の
津
南
を
通
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

津
南
に
降
り
て
い
た
だ
い
て
、
楽
し
ん
で

帰
っ
て
い
た
だ
く
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
ね
。

　

ま
た
、
東
京
方
面
に
向
か
う
場
合
は
、
今

ま
で
通
り
上
越
新
幹
線
を
利
用
し
た
ほ
う
が

安
い
し
早
い
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
湯

沢
を
利
用
す
る
場
合
、
津
南
か
ら
は
国
道

３
５
３
号
（
十
二
峠
）
と
い
う
難
所
を
越
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
冬
場
は
雪
崩

な
ど
に
よ
り
急
な
通
行
止
め
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
移
動
ル
ー
ト

の
選
択
肢
が
増
え
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。

立体駐車場（約400台）

立体駐車場
（一次整備約70台）
（二次整備約110台）

新幹線開業時整備計画範囲（一次整備）
将来整備計画範囲（二次整備）

耐雪式シェルター

斑尾口昇降施設
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越
後
湯
沢
駅

上
越
新
幹
線

越
後
湯
沢
始
発
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の

　
　
　
　
　
　

上
京
に
便
利
な
「
た
に
が
わ
」
の
減
便
は
？

　

北
陸
新
幹
線
が
開
業
す
る
今
回
の
大
幅
な

ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、
越
後
湯
沢
駅
で
も
、

東
京
方
面
に
向
か
う
た
め
に
大
き
く
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
開
業
に
よ
り
、
直
江
津
、
十

日
町
を
経
由
し
北
陸
地
方
と
東
京
と
を
繋
い

で
い
た
「
は
く
た
か
」
号
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
乗
客
を
東
京
方
面
へ
輸
送
す
る
役

割
の
あ
っ
た
、越
後
湯
沢
始
発
「
た
に
が
わ
」

の
利
用
客
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
ね

て
か
ら
大
幅
な
減
便
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
発
表
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を

み
る
と
、
本
数
は
17
本
か
ら
９
本
へ
減
便
と

な
り
、
越
後
湯
沢
か
ら
東
京
へ
向
か
う
上
り

は
昼
の
12
時
台
～
午
後
７
時
台
を
中
心
に
減

便
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
今
ま
で

ど
お
り
の
ダ
イ
ヤ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
東

京
か
ら
戻
っ
て
く
る
た
め
に
使
う
新
幹
線
も
、

朝
８
時
か
ら
午
後
４
時
半
の
「
た
に
が
わ
」

号
は
無
く
な
る
も
の
の
、
そ
れ
以
降
の
時
間
に

つ
い
て
は
、
変
わ
ら
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

北
陸
新
幹
線
を
利
用
す
る
の
に
比
べ
、
東

京
に
出
る
場
合
に
は
、
や
は
り
上
越
新
幹
線

が
速
く
て
安
い
よ
う
で
す
。

ダイヤ改正により「とき」号は
あまりかわらないものの、「たに
がわ」号は7便減便となります

列車により所要時間は多少異なります

とき
27 往復

とき
26 往復

とき
27 往復

とき
26 往復

とき
28 往復

とき
27 往復

たにがわ
19.5 往復

たにがわ
12 往復

たにがわ
16 往復

たにがわ
9 往復

越後湯沢駅“名物”「はくたか号」への
人波もこれで見納めですね

お昼ごろから19時ごろにかけての
たにがわ（東京行き）は無くなります。

東　

京

高　

崎

越
後
湯
沢

新　

潟

東　

京

高　

崎

越
後
湯
沢

新　

潟

● 上越新幹線の輸送体系

＜現行＞

＜改正＞

E c h i g o
Y u z a w a
S t a t i o n東京までの料金

（大人自由席特急券で換算） 所要時間

越後湯沢駅→東京駅
( 上越新幹線 )

6,150 円

＜速達型＞
約 1 時間 12 分

＜各駅停車＞
約１時間 30 分

飯山駅→東京駅
( 北陸新幹線 )

8,110 円 約１時間 51 分
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北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
あ
わ
せ
、
長
野

駅
か
ら
十
日
町
駅
の
間
に
新
し
い
車
両

「
お
い
こ
っ
と
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

　

こ
の
「
お
い
こ
っ
と
」
と
い
う
名
前
は

田
園
風
景
や
川
、
山
な
ど
日
本
人
が
思
い

描
く
ふ
る
さ
と
（
田
舎
）
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
（
東
京
）
の

名
前
を
反
対
に
表
記
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

金
沢
方
面
、
ま
た
東
京
方
面
に
旅
行
に

行
く
に
も
便
利
だ
っ
た
特
急「
は
く
た
か
」

号
、
そ
の
名
称
は
今
後
、
北
陸
新
幹
線
に

引
き
継
が
れ
ま
す
。

　

今
の
特
急
「
は
く
た
か
」
号
に
乗
れ
る

の
は
３
月
13
日
ま
で
。
３
月
14
日
の
ダ
イ

ヤ
改
正
で
ほ
く
ほ
く
線
の
ダ
イ
ヤ
は
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
、
ほ
く
ほ
く
線
に
は
１
日
に
64
本

（
う
ち
特
急
26
本
）
の
列
車
が
走
っ
て
い

ま
す
。
単
線
の
た
め
、
特
急
列
車
の
運
行

を
優
先
し
、
普
通
列
車
は
ト
ン
ネ
ル
内
で

数
分
の
待
ち
合
わ
せ
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
改
正
後
、
特
急
廃
止
で
運
転
本
数

は
40
本
と
な
り
、
待
ち
合
わ
せ
時
間
が
減

る
こ
と
で
、
普
通
列
車
の
運
転
時
間
が
短

縮
し
ま
す
。（
表
①
）

　

越
後
湯
沢
・
直
江
津
間
を
最
短
57
分
で

つ
な
ぐ
、
超
快
速
列
車
の
運
行
が
は
じ
ま

り
ま
す
。（
表
②
）
途
中
の
停
車
駅
は
十

日
町
の
み
と
い
う
速
達
性
の
高
い
「
超
」

快
速
列
車
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。
愛
称
は

「
ス
ノ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
」。
公
募
の
中
か
ら
最

多
得
票
で
選
ば
れ
、現
在
の
「
は
く
た
か
」

号
（
北
越
急
行
の
所
属
車
両
）
の
愛
称
を

引
き
継
い
だ
名
前
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
、
土
日
祝
日
を
中
心
に
運
行

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
飯
山
駅
か

ら
十
日
町
ま
で
運
行
さ
れ
、
津
南
駅
に
も

停
車
し
ま
す
。

　

北
陸
方
面
や
、
関
西
方
面
大
地
の
芸
術

祭
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
津
南
に
大
勢
の
か

た
が
訪
れ
て
い
た
新
た
な
観
光
の
足
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

観光列車「おいこっと」

おいこっとの車内風景

津
南
駅

十
日
町
駅

飯
山
線

ほ
く
ほ
く
線

普
通
列
車
が
速
く
な
り
ま
す

超
快
速
列
車

　

ス
ノ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
デ
ビ
ュ
ー

観
光
列
車
が
走
り
ま
す

特
急
「
は
く
た
か
」
号
が
廃
止
。

ほ
く
ほ
く
線
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
？

P
o

in
t !

P
o

in
t!

P
o

in
t!

　津南駅は、町が JR より受託

して切符等の販売を行ってい

ます。ここで売り上げた収入

の一部が、町の収入となりま

す。電車での旅行をお考えの

かたの相談に乗るほか、上越

新幹線の切符の購入も出来ま

す。飯山線活性化のためにも、

ぜひご利用ください。

写真提供：飯山市様

T s u n a n
S t a t i o n

T o k am a c h i
S t a t i o n

ほくほく線内
（六日町～犀潟） 現行 改正 差異

平均所要時間 １時間 00 分 52 分 △８分

平均表定速度 60km/h 69km/h ＋９km/h

十日町から直江津の時刻
（所要時間） 

十日町から越後湯沢の時刻
（所要時間）

９：42発→10：14着（32分） 18：27発→18：53着（26分）

表①

表②
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Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

 おいしいご飯をありがとう。
— 1月28日　津南小学校給食試食会 —

 守ろう文化財！
— 毎年1月26日は、「文化財防火デー」です —

Tsunan Event Sketch.

　毎年1月26日は、「文化財防火デー」です。昭和24年1月26
日に、現存する世界最古の木造建造物である法隆寺（奈良県）
の金堂が炎上し、壁画が焼損したことがきっかけとなり、この日
が文化財防火デーとなりました。それにあわせ、貴重な文化財
が保存展示されている、農と縄文の体験実習館なじょもんでも
防火訓練が行われました。

　町内各小学校で招待給食が行われました。津南小学校の
給食に野菜を提供しているグリーンマントの会さんから給
食に使っている野菜の収穫について、給食担当者から学校
でのアレルギー対策などについて説明を受けました。学校
では安心安全な給食を子どもたちに提供しています。

津南小学校チャレンジ学年(6年生)による
ジオパーク魅力発信プロジェクト発表会

津南小学校６年生による
苗場山麓をテーマにした
さまざまなプロジェクト
をチーム毎にそれぞれ
発表します。
絵本やスタンプラリー、
この津南の景色や歴史
気候など勉強したことを元に
作詞したジオパークの
PRソングなど子どもたちの
思いがつまった成果を
ぜひ観に来てください。

■日時　平成27年2月25日　午後２時〜 3時15分まで
　　　　（開場：午後１時45分)）
■会場　津南町文化センター

“こども目線”で感じた、
ジオパークの魅力を
発信しています

↑火事を想定し、放水訓練を行いました ↑生産者や町関係者が招かれ給食を一緒に食べました

役場１階ロビーでは津南小学校 3 年生による
ジオパーク観光スポットのパンフレットを展示中です

↑防火設備の点検や貴重な文化財の持ち出しなどをチェックしました
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11：00 雪まつり開場

16：00 スカイランタン引換券
 販売開始 （500円／個）

19：00 打ち上げ可否決定
 スカイランタン引き替え開始

19：45 打ち上げ説明が始まります

20：00 一斉打ち上げ！

みんなでスカイランタンを上げよう !
津南雪まつり＆ SNOW WAVE!

３月 14 日

●スカイランタン１個につき、必ず２人以上で打ち上げを行ってください。
●子どもだけでの打ち上げは禁止です。必ず保護者が同伴するようお願いいたします。
●火の取り扱いには十分気をつけてください ( 特に飲酒される方 )
●天候により、打ち上げ時間に多少の遅れが出る場合があります。

＜延期日について＞　３月 28 日㈯　ニュー・グリーンピア津南
　　　　　　　　　　スカイランタン販売 18 時  打ち上げ 19 時を予定

駐車場には限りがあります。乗り合わせの上、おいでください。
役場前からシャトルバスが出ていますのでご利用ください。

スカイランタンは降雨雪や風、濃霧など天候に弱いイベントです。
引換券配布後も直前の天候により中止となる場合があります。
打ち上げ可能な場合は、スカイランタンの引き替えを行います。

引換券
販売所

SNOWWAVE ジャンプ台

メインステージ

第
２
リ
フ
ト

第
１
リ
フ
ト

かまくらホテル ニュー・グリーンピア津南

スカイランタンはバラバラと上がるより、より多くのスカイランタン
がまとまって上がる方がより感動が大きくなります。会場に集まった
みなさんで一緒に打ち上げるためのコツを説明します。

きれいに上げるための三原則
　○余裕をもって集合！
　○隣の人と協力する！
　○あわてない！

注
意
事
項

■お問い合わせ　津南町観光協会　℡765ー 5585

会 場 ニュー・グリーンピア津南

翌朝 (3/15) スカイランタン回収作業

　みなさんで打ち上げるスカイランタンは燃料が

燃え尽きるまで空高く舞い上がり、その後ゆっく

りと地面に落ちます。竹ひごなど自然素材を使い

環境に対する配慮を行っておりますが、落ちたス

カイランタンは回収しています。

　回収作業お手伝いいただける方は観光協会まで

お問い合わせください。

会場は何時からやってますか？
飲食ブースやスノーボードワンメイク、雪の迷路
や宝探しなど朝から盛りだくさんです！

スカイランタンは購入するの？予約できますか？
今年は１個 500 円にて販売をします。
予約はできません。（当日販売のみ）
販売数は 1000 個ですが、無くなり次第販売を
終了します。

天候で打ち上げ中止となった場合は？
引換券をお持ちの方は当日会場で返金致します。
引換券をお持ちの上、係員の指示に従ってください。
万が一中止の時は、3 月 28 日㈯ニュー・グリー
ンピア津南で再度打上げを予定しています。

準備するものはなんですか？
一斉に着火するためにチャッカマンやバーナーを
用意してください。また、スカイランタンの素材
は濡れると穴が空きます。直前まで袋を開けない
でください。
また、濡れている手袋でさわらないでください。

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

スケジュール よくあるお問い合わせ

今年は着火したら上
を持って待ちましょう

津南町観光協会職員
江口　真奈美さん
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小・中学校の５年間の不登校発生率の推移
津南町の小学校　不登校発生率

0.0%
0.5%
1.0%
1.5%
2.0%
2.5%
3.0%
3.5%
4.0%
4.5%
5.0%

21 22 23 24 25

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

0.8%

1.0%

1.2%

1.4%

1.6%

21 22 23 24 25

津南町の中学校　不登校発生率

ご
存
じ
で
す
か

育
ネ
ッ
ト
つ
な
ん

強
く
て
や
さ
し
い
津
南
の
子

町
の
子
は
み
ん
な
仲
良
く

　
　
　
　
　

  

た
く
ま
し
く
！

不
登
校
は
減
少
し
て
い
ま
す

小・中連携メディアコントロール学習会小・中合同　あいさつ運動

保・小・中の連携は町ぐるみで !

毎月10日 保・小・中一斉「あいさつの日」

いじめ・不登校・問題行動の根っこを断つ！

将
来
、
津
南
の
豊
か
な
大
地
を
守
り
、
背
負
っ

て
立
て
る
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
て
た
い
と

願
っ
て
…
。

　

胎
児
か
ら
就
労
ま
で
途
切
れ
な
い
支
援

を
目
指
し
て
、
町
の
子
育
て
・
教
育
に
か

か
わ
る
組
織
が
連
携
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
保
健
課
で
は
、
初
め
て
の
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
母
親
の
た
め
の
Ｂ
Ｐ
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
学
び
と
交
流
の
場
）
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

保
育
園
で
は
、
小
学
校
と
連
携
し
た
保

育
体
験
や
交
流
会
、
情
報
交
換
会
な
ど
を

充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
１
年
生
と
５
年
生
が
保

育
園
児
と
の
交
流
を
深
め
、
新
１
年
生
を

迎
え
る
心
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
１
年
生
と
小
学
校
６
年

生
の
交
流
の
機
会
を
工
夫
し
、
入
学
後
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
な
く
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。

  

中
学
校
卒
業
後
の
若
者
に
も
、
相
談
支

援
を
始
め
ま
し
た
。

６月 12 日　外部講師を招いた

メディアコントロールの学習会

を小・中学校と保護者、教職員

対象に実施しました

津南みらい教室「みらいウォーク」のゴール地点

保護者向けの話

教職員の話し合い

子どもたちがみんな「町の子・社会の子」として自立できるように、
「胎児から就労まで」途切れない支援を充実させよう。

みんなで作り上げる経験は連帯感や達成感を育てます。
上郷小学校「かまくらコンテスト」

の ぼ り 旗 も 作 り、
小中学生が一緒に
玄関に立ちました

（津南小・中）

中学１年生と６年
生の交流

「みらいウォーク」

小学生の
保育園訪問活動

　

い
じ
め
・
不
登
校
・
問
題
行
動
→
ひ
き
こ
も

り
→
未
就
労
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
負
の
連
鎖

を
早
め
に
断
ち
切
る
こ
と
が
、
町
の
未
来
に
希

望
を
と
も
し
ま
す
。

　

家
庭
も
地
域
も
、
み
ん
な
で
そ
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
、
子
ど
も
た
ち
の
心
が
ふ
さ
ぎ
込
ま

な
い
よ
う
、
明
る
い
子
育
て
支
援
を
実
現
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
は
、
何
に
も
代
え
難
い
地
域
の
最
も

貴
重
な
財
産
で
す
！
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育
ネ
ッ
ト
今
年
度
の

　
　
　
　
　
　

成
果
と
課
題

町
ぐ
る
み
の

　

 

あ
い
さ
つ
運
動

　

津
南
町
小
・
中
学
校
、
育
ネ
ッ
ト
、
津

南
町
商
工
会
が
連
携
し
て
あ
い
さ
つ
運
動

を
推
進
し
よ
う
と
、
昨
年
、
の
ぼ
り
旗
を

作
り
ま
し
た
。
毎
月
10
日
を
「
あ
い
さ
つ

の
日
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
は
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
に
、

強
調
し
て
取
り
組
む
機
会
を
つ
く
ら
な
い

と
な
か
な
か
徹
底
で
き
な
い
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
社
会
性
の
基
本
は
な
ん
と
言
っ

て
も
あ
い
さ
つ
。
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ

は
社
会
人
と
し
て
一
人
前
に
仕
事
を
こ
な

す
第
一
条
件
で
す
。

日
本
一
の
教
育
の
町
を

　  

教
育
長　

桑
原　

正

　
「
子
ど
も
た
ち
は
、20
年
後
、30
年
後
の
社
会

を
担
う
未
来
か
ら
の
留
学
生
。強
く
て
や
さ
し
い

人
に
育
ち
、変
化
の
激
し
い
未
来
社
会
を
た
く
ま

し
く
し
な
や
か
に
生
き
抜
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。」

そ
ん
な
願
い
で
育
ネ
ッ
ト
つ
な
ん
を
立
ち
上
げ

早
３
年
。津
南
の
子
を
み
ん
な
で
育
て
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

自
ら
を
律
す
る
強
い
子
に

　

家
庭
、保
育
園
、学
校
の
共
通
実
践
事
項

を「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」「
あ
い
さ
つ
」

「
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
（
家
庭
で
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
）」の
３
つ
に
絞
り
、実
践
を
通
し
て
自
ら

を
律
す
る
強
さ
を
は
ぐ
く
み
た
い
。

故
郷
津
南
を
学
び
、愛
す
る
子
ど
も
に

　

故
郷
を
学
ぶ
学
習
活
動
を
通
し
、他
者
と
し

な
や
か
に
か
か
わ
る
優
し
さ
や
、故
郷
津
南
を
愛

す
る
心
を
は
ぐ
く
み
た
い
。

三
者
連
携
で
日
本
一の
教
育
の
町
を

　

子
ど
も
は
家
庭
だ
け
で
も
、学
校
だ
け
で
も
健

全
に
育
ち
ま
せ
ん
。家
庭
、学
校
、地
域
社
会
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
の
よ
い
音
色
を
響
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。実
践
は
緒
に
付
い
た
ば
か
り
、成
果
を
試
さ

れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。今
後
も
、育
ネ
ッ
ト
つ

な
ん
が
核
と
な
り
、日
本
一
の
教
育
の
町
・
津
南

町
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

《 

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
か
ら 

》

◇
町
内
の
全
保
育
園
、
学
校
で
早
寝
・
早
起
き

を
推
奨
す
る
取
組
を
工
夫
し
て
い
る
た
め
、

睡
眠
時
間
が
昨
年
度
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。

◇
園
や
学
校
内
で
の
あ
い
さ
つ
は
大
変
よ
く

な
っ
て
い
る
が
、
町
全
体
や
地
域
の
意
識
が

ま
だ
今
一
歩
。
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
に

街
頭
に
立
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

◇
子
ど
も
た
ち
の
メ
デ
ィ
ア
依
存
は
ま
だ
ま
だ

課
題
が
多
い
。
親
よ
り
も
子
ど
も
の
方
が
メ

デ
ィ
ア
の
様
々
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
い

う
現
実
が
改
善
を
阻
む
原
因
で
も
あ
る
。

◇
親
子
一
緒
の
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
関
連
の
学
び
や

体
験
の
場
が
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

◇
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
育
ネ
ッ
ト
の
事
業
に
取
り

入
れ
な
が
ら
、
地
道
に
学
ぶ
機
会
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
。

町内年長児交流と保護者の学びの場　～朗読セラピスト：橘由貴先生の朗読と講話を聞く～

「わくわくキッズ」　心を育てる読み聞かせの大切さを体感しました

み
ん
な
で
登
下
校
の

　
　
　

子
ど
も
た
ち
に
声
を

　
　
　
　
　
　
　

掛
け
ま
し
ょ
う

共
通
実
践
事
項
（
取
組
３
年
目
）

①
早
寝
・
早
起
き
・

　
　
　
　

朝
ご
は
ん
運
動
の
徹
底

②
あ
い
さ
つ
運
動
の
展
開

③
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー

　
（
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
の
推
進
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６年生男子　優勝　石橋柊人さん

男子リレー優勝　外丸小学校　1 走　村山克輝さん

４年生以下の部　一年生ながらに６位入賞した半戸咲良さん

女子リレー優勝　外丸小学校Ａ　３走　風巻奈沙さん

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル

４
年
以
下
２
㎞
①
井
ノ
川
純
平（
津
）

②
半
戸
琉
哉（
上
）③
津
端
一
徹（
津
）

④
中
澤
拓
斗（
中
）⑤
藤
木
陽
滉（
芦
）

⑥
井
ノ
上
祐
馬（
芦
）⑦
藤
ノ
木
剛

（
中
）⑧
柳
原
大
彩（
芦
）⑨
風
巻
荘
太

（
外
）⑩
桑
原
彩
人（
中
）

５
年
3.5
㎞
①
滝
沢
育
矢（
芦
）②
大
島

拓
斗（
津
）③
齋
喜
幸
成（
外
）④
小
林

琉
華（
津
）⑤
髙
波
拓
朗（
津
）⑥
石
澤

広
気（
芦
）

６
年
3.5
㎞
①
滝
沢
大
進（
芦
）②
江
村

海
里（
外
）③
村
山
克
輝（
外
）④
田
中

秀
磨（
外
）⑤
髙
橋
駿（
芦
）⑥
藤
ノ
木

丈（
中
）

３
×
２
㎞
リ
レ
ー

①
外
丸
小
Ａ（
村
山
克
輝
・
田
中
秀

磨
・
江
村
海
里
）②
芦
ヶ
崎
小
Ａ（
滝

沢
大
進
・
髙
橋
駿
・
滝
沢
育
矢
）③
上

郷
小（
石
沢
宏
郎
・
髙
波
宙
八
・
半
戸

琉
哉
）④
外
丸
小
Ｂ（
風
巻
陽
翔
・
齋

喜
幸
成
・
小
島
陽
真
）⑤
津
南
小
Ａ

（
大
島
拓
斗
・
大
平
拳
吾
・
島
田
季
尚
）

⑥
中
津
小
Ａ（
藤
ノ
木
丈
・
中
澤
拓

斗
・
中
澤
優
希
）

男
子
ア
ル
ペ
ン
（
大
回
転
）

４
年
以
下
①
髙
橋
陸
玖
叶（
津
）②
島

田
歩（
上
）③
島
田
福
仁（
上
）④
橋
野

天
々
（
上
）⑤
石
澤
蛍
樹（
上
）⑥
上

村
隼
斗（
上
）

５
年
①
村
山
健（
津
）②
中
沢
瑞
規

（
上
）③
金
子
大
望（
芦
）④
涌
井
悠
吏

（
上
）⑤
羽
田
圭
杜（
津
）

６
年
①
石
橋
柊
人（
津
）②
髙
橋
海
玖

２
月
８
日
㈰
に
町
小
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

先
輩
に
続
け 

未
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
ヤ
ー

第
46
回
津
南
町

小
学
校
ス
キ
ー
大
会
結
果

亜（
津
）③
小
島
豪
斗（
津
）④
市
村
拓

夢（
津
）⑤
栁
澤
英
熙（
津
）⑥
藤
木
壱

成（
上
）

女
子
ク
ラ
シ
カ
ル

４
年
以
下
２
㎞
①
涌
井
あ
や
夏（
外
）

②
滝
沢
来
実（
芦
）③
宮
﨑
蕗
子（
芦
）

④
滝
沢
夏
海（
芦
）⑤
若
井
咲
月（
上
）

⑥
中
島
ひ
な
子（
芦
）⑦
桑
原
淳
美

（
中
）⑧
樋
口
実
夏（
中
）⑨
津
端
波
季

（
津
）⑩
大
澤
花（
中
）

５
年
3.5
㎞
①
福
島
有
紗（
津
）②
小
野

塚
優
月（
津
）③
山
岸
芽
生（
津
）④
藤

原
千
奈（
津
）⑤
板
場
ま
ど
か（
津
）⑥

藤
ノ
木
彩
加（
中
）

６
年
3.5
㎞
①
渡
邊
倫（
中
）②
大
平
紗

里
奈（
津
）③
福
原
好
乃（
外
）④
風
巻

奈
沙（
外
）⑤
冨
沢
由
衣（
芦
）⑥
瀧
澤

友
佳（
中
）

３
×
２
㎞
リ
レ
ー

①
外
丸
小（
涌
井
あ
や
夏
・
福
原
好

乃
・
風
巻
奈
沙
）②
津
南
小
Ａ（
大
平

紗
里
奈
・
福
島
有
紗
・
小
野
塚
優
月
）

③
津
南
小
Ｂ（
山
岸
芽
生
・
藤
原
千

奈
・
小
島
弥
子
）④
中
津
小
Ａ（
渡
邊

倫
・
藤
ノ
木
彩
加
・
瀧
澤
友
佳
）⑤

芦
ヶ
崎
小
Ａ（
冨
沢
由
衣
・
関
沢
桃

加
・
鈴
木
一
葉
）⑥
津
南
小
Ｄ（
廣
川

茜
・
栁
澤
葵
・
津
端
波
季
）

女
子
ア
ル
ペ
ン（
大
回
転
）

４
年
以
下
①
涌
井
泉
香（
津
）②
中
島

由
菜（
上
）③
島
田
海
由（
上
）④
八
重

沢
歩
未（
上
）⑤
滝
沢
円
香（
芦
）⑥
半

戸
咲
良（
芦
）

５
年
①
村
山
実
希（
上
）②
中
村
旭

（
津
）③
桑
原
麻
凛（
外
）

６
年
①
福
原
鈴
花（
外
）②
根
津
歩
奈

（
芦
）③
福
原
莉
子（
外
）④
滝
沢
唯
香

（
芦
）⑤
中
島
穂
香（
上
）
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1位
（109点）

3位
（81点）

4位
（38点）

5位
（26点）

2位（82点）

町
５
大
ニ
ュ
ー
ス
が

決
定
し
ま
し
た
！

昨
年
末
に
募
集
し
た
町
５
大
ニ
ュ
ー
ス
に
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
１
番
多
か
っ
た
も
の
に
５
点
、
２
番
目
に
４
点

と
点
数
を
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
２
０
１
４
年
の
５
大
ニ
ュ
ー
ス
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
の
１
位
は
、「
苗
場

山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
」
の
ニ
ュ
ー

ス
で
し
た
。
年
末
だ
っ
た
こ
と
、
５

大
ニ
ュ
ー
ス
を
募
集
し
た
12
月
号
の

発
行
さ
れ
た
日
に
認
定
が
発
表
さ
れ

る
な
ど
、
話
題
性
が
あ
り
、
津
南
町

に
と
っ
て
も
昨
年
１
番
の
喜
ば
し
い

出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
位
は「
津
南
の
天
然
水
全
国
に
」

１
位
と
同
様
、
全
国
に
津
南
の
名
前

を
売
り
込
む
出
来
事
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
は
４
位
に
入
る
な
ど
、
出

荷
前
か
ら
期
待
す
る
声
が
大
き
か
っ

た
の
も
印
象
的
で
す
。
ネ
ッ
ト
の
投

稿
で
は
、
津
南
出
身
者
の
近
く
の
コ

ン
ビ
ニ
で
津
南
の
文
字
を
見
つ
け
る

と
う
れ
し
い
な
ど
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
位
は
「
上
村
憲
司
町
長
再
選
」

４
年
に
１
度
行
わ
れ
る
町
民
に
も
っ

と
も
近
い
選
挙
と
い
わ
れ
る
町
長
選

挙
が
６
月
に
行
わ
れ
、
８
３
８
票
差

で
当
選
し
ま
し
た
。

　

４
位
は
「
12
月
の
大
雪
」
で
し
た
。

９
年
前
の
18
豪
雪
を
思
わ
せ
る
断
続

的
な
雪
が
降
り
続
き
ま
し
た
。

　

５
位
に
入
っ
た
の
は
９
月
に
行
わ

れ
た
「
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
」。
当
初
、

一
昨
年
に
出
来
た
ば
か
り
の
中
津
川

運
動
公
園
を
会
場
に
行
う
予
定
で
し

た
が
、残
念
な
が
ら
当
日
は
雨
模
様
。

会
場
を
中
等
教
育
学
校
に
移
し
て
行

わ
れ
た
体
育
館
に
は
９
０
０
人
も
の

参
加
が
あ
り
、
全
国
へ
元
気
な
声
を

届
け
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
６
位
以
下
は
10
点
以

下
の
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
み
な

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
そ
ん
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

苗場山麓ジオパーク認定
(ロゴマーク決定)

上村憲司町長  再選

12月としては
9年ぶりの大雪

巡回ラジオ体操  津南へ

津南の天然水
全国販売

　

さ
て
項
目
当
て
ク
イ
ズ
の
正
解
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
１
位
か
ら
５
位

ま
で
全
て
の
順
位
を
正
解
し
た
か
た

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
項
目
違
い
で

正
解
さ
れ
た
皆
様
に
、
豪
華
な
粗
品

（
笑
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
お
楽
し

み
に
!!

平 成 2 6 年
2 0 1 4
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か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

　

今
年
は
、津
南
町
誕
生
か
ら
60
周
年
の
節
目

を
迎
え
ま
す
。そ
こ
で
、町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

「
事
業
テ
ー
マ
」及
び「
記
念
事
業
」に
つ
い
て
、

ご
提
案
を
頂
き
記
念
す
べ
き
年
を
皆
さ
ん
と
一

緒
に
祝
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

記
念
式
典
は
平
成
27
年
11
月
３
日
㈷
に
津
南

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
予
定
で
す
。

●
提
案
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
事
業
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　

60
周
年
を
表
す
言
葉
を
概
ね
15
文
字
以
内
で

ご
提
案
く
だ
さ
い
。

※
50
周
年
時
の
事
業
テ
ー
マ

　
「
み
ん
な
、み
ん
な
、主
人
公
。」

　
「
あ
り
が
と
う
。あ
な
た
と
共
に
50
年
」

■
記
念
事
業
に
つ
い
て

　

事
業
の
詳
細
内
容
を
所
定
の
用
紙
に
ま
と
め

ご
提
案
く
だ
さ
い
。

※
50
周
年
時
の
記
念
事
業

・
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
事
業（
掘
出
し
展
示
）、

　
（
新
し
い
物
の
埋
設
）

・
エ
コ
ー
ハ
ガ
キ
事
業
（
５
万
枚
発
行
）

・
ヒ
マ
ワ
リ
グ
ッ
ツ
事
業
（
団
扇
作
成
）

■
提
案
締
切
日　

３
月
16
日
㈪

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、肝
硬
変
や
肝
が
ん
な

ど
、多
く
の
肝
臓
病
の
原
因
と
な
る
病
気
で
す
。

そ
の
た
め
、早
期
発
見
・
早
期
受
診
が
と
て
も
大

切
で
す
。専
門
医
の
先
生
の
お
話
を
聞
い
て
、ウ

イ
ル
ス
性
肝
炎
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
も
ち
、

ご
自
分
の
健
康
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。肝

臓
病
の
患
者
さ
ん
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
で
医

療
機
関
受
診
を
す
す
め
ら
れ
た
方
、肝
臓
病
に

つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
な
ど
、ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
２
日
㈪　

午
後
２
時
～
４
時

　

妻
有
地
域
こ
の
地
域
で
活
動
を
展
開
し
て
い

る
市
民
団
体
や
個
人
が
、地
域
の
自
然
や
文
化

に
か
か
わ
る
調
査
研
究
活
動
の
報
告
や
成
果
発

表
を
行
い
ま
す
。美
人
林
で
卒
論
を
書
い
た
学

生
の
発
表
か
ら
、不
思
議
な
線
が
入
る
妻
有
地

域
の
カ
エ
ル
、松
代
地
域
の
古
民
家
、石
仏
に
関

す
る
調
査
ま
で
、多
岐
な
発
表
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
里
山
の
新

し
い
一
面
を
見
つ
け
に
来
ま
せ
ん
か
？
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
７
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時
半

■
会
場　

十
日
町
市
情
報
館 

視
聴
覚
ホ
ー
ル

■
参
加
費　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
「
森
の
学
校
」キ
ョ
ロ
ロ

　

℡
５
９
５
‐
８
３
１
１

　

町
で
は
、医
師
、看
護
師
、准
看
護
師
を
目
指
す
か

た
を
対
象
に
修
学
資
金
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、

将
来
町
立
病
院
で
、医
師
、看
護
師
ま
た
は
准
看

護
師
と
し
て
勤
務
し
よ
う
と
す
る
者

・
大
学
の
医
学
部
の
学
生
で
あ
っ
て
、
進
学
課

程
及
び
専
門
課
程
に
在
学
す
る
者

・
大
学
院
の
学
生
で
あ
っ
て
、医
学
を
専
攻
す
る
者

・
文
部
科
学
大
臣
若
し
く
は
厚
生
労
働
大
臣
又

は
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
大
学
、
学
校

又
は
養
成
所
に
修
学
す
る
者

■
修
学
資
金
の
貸
与
期
間
及
び
額

・
医
師
…
貸
与
を
決
定
し
た
月
か
ら
学
校
卒
業

町
制
施
行
60
周
年
記
念「
事
業
テ
ー
マ
」

及
び「
記
念
事
業
」募
集

肝
臓
病
教
室
・
相
談
会

第
7
回 

つ
ま
り
市
民
里
山
学
会

を
開
催
し
ま
す

医
学
生
等
修
学
資
金
貸
与
者

を
募
集
し
ま
す

月
ま
で
月
額
10
万
円

・
看
護
師
、
准
看
護
師
…
貸
与
を
決
定
し
た
月

か
ら
学
校
の
卒
業
月
ま
で
月
額
７
万
円

■
返
還
に
つ
い
て

　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
し
、か
つ
在

職
期
間
が
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
に

相
当
す
る
期
間
に
達
し
た
と
き
は
、返
還
の
債

務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▽
医
師　

卒
業
後
、２
年
以
内
に
医
師
と
な
り
、

医
師
法
の
規
定
に
よ
る
臨
床
研
修
を
行
っ
た
後
、

６
年
以
内
に
町
立
病
院
の
職
員
と
な
っ
た
場
合

▽
看
護
師
・
准
看
護
師　

学
校
等
を
卒
業
し
た

の
ち
、１
年
以
内
に
資
格
を
取
得
し
、そ
の
後
資

格
取
得
の
た
め
の
正
規
の
修
学
年
数
と
同
一
の

年
数
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
町
立
病
院
の
職

員
と
な
っ
た
場
合

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課  

健
康
班  

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

※
当
日
参
加
も
可
能

■
会
場　

新
潟
県
立
十
日
町
病
院 

３
階  

講
堂

■
参
加
費　

無
料

■
内
容

１
．講
演「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
正
し
い
知
識
と

　
　
　
　

生
活
上
の
留
意
点
」

　
　
　
　

講
師　

十
日
町
病
院　

塚
田
院
長

２
．個
別
相
談　

講
演
後
、希
望
者
の
み
医
師
に

よ
る
個
別
相
談
が
あ
り
ま
す（
要
予
約
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
保
健
所
地
域
保
健
課

　

℡
７
５
７
‐
２
４
０
１

■
提
出
方
法　

所
定
の
用
紙（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
）を
ご
使
用

頂
き
、メ
ー
ル
・
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
に
よ
り

提
出
く
だ
さ
い
。

■
粗
品
の
進
呈　

採
用
さ
れ
た
方
に
は
記
念
式

典
で
表
彰
し
、町
か
ら
粗
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

総
務
課  

企
画
財
政
班  

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
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お
体
の
調
子
は

　
　
　

い
か
が
で
す
か

総
看
護
師
長
　
　
樋
口
　
弘
子

心
臓
病
等
の
再
発
を
防
ぐ
に
は
、運
動
・
禁
煙
・

服
薬
は
再
発
を
防
ぐ
基
本
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
は
無
理
の
な
い
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
継
続
す

る
こ
と
で
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

運
動
を
や
り
す
ぎ
た
為
に
誤
っ
た
方
法
で
行
う

と
心
臓
や
足
腰
に
負
担
を
か
け
ま
す
。

次
の
注
意
点
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
寝
不
足
や
体
調
の
悪
い
時
、
天
候
の
悪
い
と
き

は
無
理
せ
ず
休
み
ま
し
ょ
う

・
食
直
後
は
さ
け
、
食
後
１
～
２
時
間
は
空
け
ま

し
ょ
う

・
運
動
中
で
も
楽
に
会
話
が
で
き
、
翌
日
に
疲
労

が
残
ら
な
い
程
度
で
行
い
ま
し
ょ
う

・
運
動
す
る
と
血
液
の
粘
度
（
血
液
の
固
ま
り
や

す
さ
）
が
高
ま
る
た
め
、
運
動
の
前
後
は
水
分

を
取
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う

今
年
は
降
雪
も
多

く
足
元
の
悪
い
毎
日

で
す
。

き
ち
ん
と
定
期

的
受
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

＜実施された行事＞
〔１月〕
	 20日	 所管事業勉強（総文福祉常任委員会）
	 23日	 町PTA連合会祝賀会
	 26日	 農業委員会・JA津南町との懇談会
	 	（産業建設常任委員会）
	〔２月〕
	 5日	 全員協議会
	 	 産業建設常任委員会
	 	 道路除雪状況調査（産業建設常任委員会）

	 19日	 町保育園巡回・懇談会（総文福祉常任委員会）
	 20日	 新潟県町村議会議長会第66回定期総会

＜今後予定されている行事＞
〔２月〕
	 23日	 一般質問締切
	 24日	 議会運営委員会
	 	 津南地域衛生施設組合議会
	 27日	 十日町広域事務組合議会
	 28日	 新潟県後期高齢者医療広域連合議会
〔３月〕
	3日～24日	 第1回定例会
	 11日	 総括質疑締切

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただ
いたかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）
 4000日 板場キヨ（辰ノ口）
 2700日 柳沢　茂（陣場下）
 1600日 和久井かつ子（大割野）
 800日 志賀春信（船山）
 600日 上村夕季（小下里）、上村花音（小下里）
 400日 若井咲月（穴山）
 200日 根津佐智子（船山新田）
 100日 髙橋昭子（船山）
主な運動：15分程度の運動、体幹トレーニング、ユニホッケー、ウォーキングなど

健康体力づくり100日運動

　
「
控
除
証
明
書
」「
源
泉
徴
収
票
」
が

年
金
機
構
か
ら
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ

発
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
確
定
申

告
の
際
に
必
要
な
書
類
で
す
。
も
し
、

紛
失
等
で
お
手
元
に
見
当
た
ら
な
い
場

合
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
再
発
行

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
電
話

の
場
合
ご
連
絡
後
、
お
お
む
ね
１
週
間

程
度
で
届
き
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
に
お
出
か
け
の
際
は
本

人
確
認
で
き
る
免
許
証
な
ど
と
、
基
礎

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
自
分
以
外
の
人
の
再

発
行
で
年
金
事
務
所
へ
行
く
時
は
委
任

状
・
お
よ
び
委
任
状
に
押
し
た
印
鑑
が

必
要
で
す
。
不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

に
な
る
場
合

　

℡
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
４
４

　

年
金
事
務
所
な
ど
の
職
員
を
か
た
り
、

国
民
年
金
保
険
料
を
詐
取
さ
れ
る
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
役
場
職
員
や
、
役
場
が
委
託
し
た
会

社
が
保
険
料
の
支
払
い
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
本
年
金
機
構
が
発
行
し
た
写
真
付

身
分
証
明
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
保
険
料
の
支
払
い
に
は
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
し
た
保
険
料
納
付
書
が

必
要
で
す
。

・
領
収
書
は
必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
１
人
で
対
応
せ
ず
、

怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、
日
本
年
金
機
構

本
部
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機
構　

本
部

　

℡
０
３
‐
５
３
４
４
‐
１
１
０
０

六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

役
場
税
務
町
民
課

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

確
定
申
告
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
詐
欺

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは　
「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は
、
高
齢
者

　

適
度
な
距
離
を
保
っ
た
「
さ
り
げ
な
い
見
守

り
」
が
安
心
感
を
与
え
ま
す
。

　
「
あ
れ
？
」「
お
か
し
い
な
？
」
と
い
う
小
さ

な
気
づ
き
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
の

み
世
帯
の
か
た
な
ど
を
対
象
と
し
た
見
守
り
に

関
係
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
福
祉
保

健
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
緊
急
通
報
装
置
貸
与（
安
心
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

　

緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し
、
24
時
間
見
守
り

ま
す
。

・
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

毎
週
月
・
木
曜
日
の
夕
食
を
お
届
け
し
、
安

否
を
確
認
し
ま
す
。

　

高
齢
者
に
気
が
か
り
な
こ
と
を
感
じ
た
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
高
齢
者
の
様
子
な
ど
を
確

認
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
な
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
行
っ
て
高
齢

者
を
支
え
ま
す
。

■
連
絡
先　

津
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
５

　
　
　
　
　

役
場
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

・
郵
便
物
や
新
聞
が
郵
便
受
け
に
た
ま
っ
て
い
る

・
暗
く
な
っ
て
も
電
気
が
つ
か
な
い
。
ま
た
は

つ
け
っ
ぱ
な
し
で
あ
る
。

・
外
出
が
急
に
少
な
く
な
っ
た
。（
見
か
け
な
く

な
っ
た
）

・
服
装
が
不
自
然
な
ま
ま
外
出
し
て
い
る
。

・
最
近
、顔
色
も
悪
く
、や
せ
て
き
た
気
が
す
る
。

・
何
回
も
同
じ
こ
と
を
尋
ね
た
り
、
言
っ
た
り

す
る
。

・
見
慣
れ
な
い
人
が
家
に
出
入
り
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

・
日
付
け
や
場
所
の
見
当
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、

道
に
迷
う
こ
と
が
あ
る
。

・
家
の
中
か
ら
高
齢
者
、家
族
の
怒
鳴
り
声
、悲

鳴
、物
を
投
げ
る
音
が
頻
繁
に
あ
る
。な
ど

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
人
口
は
、
現
在
、
全

国
で
３
，
１
０
０
万
人
を
超
え
、
人
口
の
約
４

人
に
１
人
は
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
も
増
え
て
お
り
、
全
国

的
に
も
平
成
２
２
年
時
点
で
全
世
帯
に
占
め
る

高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
の
割
合
は
24
．

２
％
で
す
。
当
町
で
も
、
全
世
帯
の
う
ち
約

30
％
が
高
齢
者
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
高
齢
者
の
安
心
生
活

２
月
は
新
潟
県
高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間
で
す
。

～
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
高
齢
者
を
み
ん
な
で
支
え
ま
し
ょ
う
～

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

　
　

早
め
に
気
づ
き
ま
し
ょ
う

気
軽
な
気
持
ち
で

　
　
　
　

始
め
て
み
ま
し
ょ
う

町
が
実
施
し
て
い
る

　
　
　

見
守
り
関
係
サ
ー
ビ
ス

「
な
に
か
お
か
し
い
な
？
」

と
思
っ
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

こ
ん
な
サ
イ
ン
、

　

み
す
ご
し
て
は
い
ま
せ
ん
か

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
続
け

る
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
高
齢
者
を
見
守

り
、
何
か
気
が
か
り
な
こ
と
を
感
じ
た
ら
、
相

談
機
関
に
連
絡
し
て
高
齢
者
を
支
え
て
い
く

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
言
っ
て
も
、
皆
さ
ん
に
特

別
な
こ
と
を
し
て
も
ら
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
常
生
活
や
仕
事
の
中
な
ど
普
段
の
生
活

の
中
で
、
無
理
な
く
で
き
る
範
囲
で
の
気
軽
な

声
か
け
な
ど
で
十
分
で
す
。
そ
の
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
異
変
や
不
調
が
わ
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

認知症見守りキャラクター

『にんこっこ』

・
孤
立
家
庭
保
安
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

　

民
生
委
員
の
か
た
が
、
冬
期
間
に
高
齢
者
世

帯
な
ど
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
安
否
確
認
を
行
い

ま
す
。
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完
ぺ
き
な
親
な
ん
て

　
　
　
　
　
　
　
い
な
い
！

「
他
の
マ
マ
さ
ん
と
も
仲
良
く
な
れ
て
本
当

に
良
か
っ
た
」

「
悩
み
が
軽
く
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
こ
の
会
に
参
加
し
て
い
な
け
れ
ば
今
ご
ろ

自
分
が
ど
う
な
っ
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
」

「
み
ん
な
が
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
ホ
ッ
と
し
た
し
、
心
強
い
」

「
ま
あ
い
っ
か
～
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た

　

す
ご
く
気
が
楽
に
な
り
、
育
児
も
楽
し
め
る

こ
と
が
増
え
て
き
た
」

こ
れ
ら
は
、
町
で
行
っ
て
い
る
親
支
援
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
（N
obody’s Perfect 

完
璧
な
親
な
ん
て
い

な
い
！
）」（
以
下
Ｎ
Ｐ
と
略
称
）
と
「
親
子

の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
〝
赤
ち
ゃ
ん
が
来

た
！
〟」（
愛
称
：
Ｂ
Ｐ
）
に
参
加
し
て
く
れ
た

マ
マ
さ
ん
た
ち
の
声
で
す
。

Ｎ
Ｐ
は
、
１
、２
歳
の
子
を
持
つ
親
を
、
Ｂ

Ｐ
は
２
～
５
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
を
初
め
て
育
て

て
い
る
母
親
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
Ｎ
Ｐ
は
津
南
町
で
開
始
し
て
３

年
目
に
な
り
ま
す
。
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
に
参

加
型
の
講
座
で
、
子
育
て
の
仲
間
づ
く
り
や
育

児
知
識
と
ス
キ
ル
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

親
は
み
な
、
い
い
親
に
な
り
た
い
、
子
ど
も

が
健
康
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
親
が
親
と
し
て

の
役
割
を
担
え
る
よ
う
に
支
援
し
、
児
童
虐
待

予
防
策
と
し
て
も
有
効
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

参
加
し
た
か
た
か
ら
は
、
前
述
の
よ
う
な
感
想

を
い
た
だ
き
、
満
足
し
た
、
他
の
親
に
も
参
加

を
勧
め
た
い
と
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

先
行
し
て
実
践
し
て
い
る
他
の
自
治
体
で
も
同

様
の
結
果
を
得
て
い
ま
す
。

今
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
自
由
に
す

ぐ
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
身
近
に

親
子
で
過
ご
す
子
育
て
仲
間
が
い
な
い
孤
立
し

た
子
育
て
を
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
み
る
と
、
母
親
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
場

を
求
め
て
い
た
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

親
の
育
児
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
、
親

の
心
身
の
安
定
が
、
親
子
の
絆
を
深
め
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
の
心
が
し
な
や
か
で
ね

ば
り
強
い
人
格
の
素
と
な
り
ま
す
。

最
初
か
ら
一
人
前
の
親
な
ん
か
、
い
ま
せ
ん
。

親
は
ま
わ
り
か
ら
の
情
報
や
支
援
に
よ
り
、
子

育
て
の
中
で
、
親
と
し
て
育
っ
て
い
く
の
で
す
。

ママ
も
子
ど
も
も

元
気
に
…
過
ご
そ
う

澁し
ぶ

谷や

　
真ま

ゆ悠
さ
ん
　（
陣
場
下
）

結
婚
を
機
に
津
南
に
来
て

４
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。現
在
、１
歳
半
の
長
男

の
育
児
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

人
生
初
め
て
の
育
児
は
、と
に

か
く
思
い
通
り
に
行
か
な
い
こ

と
の
連
続
で
す
。栄
養
を
考
え
て

一
生
懸
命
作
っ
た
ご
飯
を
食
べ

て
く
れ
な
い
上
に
、口
か
ら
出
さ

れ
た
り
、ポ
イ
ッ
と
投
げ
た
か
と
思
う
と
泣
き

出
す
…
。泣
き
た
い
の
は
私
で
す
。「
あ
～
、た

ま
に
は
家
族
の
こ
と
を
気
に
せ
ず
１
人
で
１

日
過
ご
し
た
い
」と
、思
う
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
私
で
す
が
、楽
し
み
に
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は「
子
育
て
中
の
マ
マ
友

の
皆
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
」で
す
。

そ
の
た
め
、普
段
は『
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
』に
、ま
た
、月
に
一
度
開
催
し
て
い
る

『
子
育
て
サ
ー
ク
ル
』や『
マ
マ
友
の
会
』に
行

く
な
ど
、息
子
に
も
良
い
刺
激
に
な
り
私
も
元

気
を
も
ら
え
る
場
に
、参
加
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
悩
み
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い

る
と
、い
つ
の
間
に
か
話
が
盛
り
上
が
っ
て
、気

が
つ
く
と
イ
ラ
イ
ラ
し
た
気
持
ち
が
す
っ
き
り

し
て
い
た
り
し
ま
す
。こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の

は
う
ち
の
子
だ
け
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
、と
思
っ

て
い
て
も
話
し
て
み
る
と
意
外
と
皆
さ
ん
同

じ
悩
み
を
抱
え
て
い
た
り
、そ
れ
を
乗
り
越
え

た
経
験
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。マ
マ
友
た
ち

の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、私
も
頑
張
ろ

う
と
励
ま
さ
れ
ま
す
し
、力
を
抜
い
て
楽
し
ん

で
子
育
て
し
て
い
き
た
い
な
、と
元
気
を
も
ら

い
ま
す
。

４
年
前
は
、知
り
合
い
が
１
人
も
い
な
い
土

地
で
不
安
だ
ら
け
だ
っ
た
私
で
す
が
、津
南
で

の
様
々
な
良
き
出
会
い
に
支
え
ら
れ
て
今
日

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

マ
マ
友
の
皆
さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
、マ
マ
も
子
ど
も
も
元
気
に

過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

子育て支援センターで「だんごの木飾り」作り

「だんごの木飾り」はお正月の行事
子どもの健やかな成長と健康を願い、楽
しみながら親子で取組みました

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

上倉由美子
保健師

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト



１月の新着図書
【大人の本】
●できる子が幼少期これだけはしていたこと
　『将来の学力は10歳までの「読書量」で決まる！』
　松永暢史／著　すばる舎
●意外と知らない新潟県の歴史を読み解く！
　『新潟「地理・地名・地図」の謎』
　新潟郷土史研究会／監修　実業之日本社
●現役キャリア官僚のリアル告発ノベル第２弾
　『東京ブラックアウト』
　若杉冽／著　講談社
【子どもの本】
●「アナと雪の女王」よりオラフが主人公の絵本が登場
　『夢みるオラフ』
　バーバラ・Ｊ・ヒックス／ぶん　講談社
●童謡「メリーさんの羊」は、本当にあったお話
　『メリーさんのひつじ』
　ウィル・モーゼス／さく　福音館書店
●タイ・ミャンマー国境で地雷被害にあったゾウたちの記録
　『地雷をふんだゾウ』
　藤原幸一／写真・文　岩崎書店

その他、寄贈本含め121冊が新着となっております。
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弥生 ― M a r c h ―

小種小学校のみんな＋中川ひろたか／著　偕成社

『さよならしょうがっこう』

　母校がなくなるのは悲しいですが、大切な思い出はみ
んなの心の中にあります。

　

あ
と
ひ
と
月
で
中
津
小
学
校
と
外
丸
小

学
校
が
閉
校
と
な
り
ま
す
。卒
業
生
の
皆

様
は
い
ろ
い
ろ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、２
０
０
８
年
に
閉
校
し
た
秋

田
県
の
小
種
小
学
校
の
こ
ど
も
た
ち
と
、絵

本
作
家
の
中
川
さ
ん
で
作
り
上
げ
た
写
真

絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
絵
本
は
、お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
、お

じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、み
ん
な
の
共

通
の「
ふ
る
さ
と
」で
あ
る
小
種
小
学
校
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、絵
本
と
い
う
形

で
思
い
出
を
残
し
た
作
品
で
す
。遠
い
地
域

の
小
学
校
の
こ
と
で
す
が
、こ
の
絵
本
を
開

く
と
誰
の
心
に
も
あ
る「
原
風
景
」が
写
っ
て

い
る
た
め
、と
て
も
懐
か
し
く
思
え
ま
す
。

　

卒
業
し
て
も
閉
校
し
て
も
思
い
出
は
永

遠
に
心
の
中
に
残
っ
て
い
る
も
の
で
す
よ
ね
。

ぜ
ひ
、図
書
室
で
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
貸
出
ラ
ン
キ
ン
グ

　

津
南
町
公
民
館
図
書
室
で
最
近
３
か
月

以
内
に
多
く
貸
し
出
さ
れ
た
小
説
を
紹
介

し
ま
す
。

○
同
率
１
位
（
８
回
貸
出
）

『
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
』有
川
浩
／
著　

幻
冬
舎

『
ケ
モ
ノ
の
城
』誉
田
哲
也
／
著　

双
葉
社

『
Ｎ
の
た
め
に
』湊
か
な
え
／
著　

東
京
創
元
社

○
同
率
４
位
（
７
回
貸
出
）

『
三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
秋
』
赤
川
次
郎
／
著　

光
文
社

『
一
人
っ
子
同
盟
』
重
松
清
／
著　

新
潮
社

『
か
わ
う
そ　

お
江
戸
恋
語
り
』
あ
さ
の
あ
つ
こ
／
著　

祥
伝
社

『
荒
神
』
宮
部
み
ゆ
き
／
著　

朝
日
新
聞
出
版

　

な
お
、
ラ
ン
キ
ン
グ
は
津
南
町
公
民
館

図
書
室
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
誰
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

《
休
館
日
》

　

２
月
23
日
㈪
・
３
月
30
日
㈪

ワクワクドキドキ
異世界ファンタジー

−中村　敬太さんから

上
うえはし

橋  菜
な ほ こ

穂子　（新潮文庫）

「
サ
グ
と
ナ
ユ
グ
」

こ
れ
は
、全
12
巻
に
も
及
ぶ「
守
り
人
シ

リ
ー
ズ
」の
世
界
観
の
一
つ
で
、人
間
が
住

む
世
界（
サ
グ
）と
ニ
ュ
ン
ガ
・
ロ
・
イ
ム

（
水
の
精
霊
）が
住
む
世
界（
ナ
ユ
グ
）を
指

す
言
葉
で
す
。

み
な
さ
ん
は
無
性
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小

説
を
読
み
た
く
な
っ
た
こ
と
っ
て
あ
り
ま

せ
ん
か
。ぼ
く
は
、大
ヒ
ッ
ト
ゲ
ー
ム「
ド

ラ
ク
エ
」で
育
っ
た
世
代
な
の
で
、昔
か
ら

異
世
界
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
大
好
き
で
、ヒ
マ

が
あ
る
と
小
説
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。ぼ

く
が
こ
の
本
に
出
会
っ
た
の
は
大
学
生
の

頃
で
す
。世
界
観
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
物

語
に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
が
読
み
た
く
て
本
屋
さ
ん
で
探
し
て
い

ま
し
た
。「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
」
や「
指
輪

物
語
」な
ど
海
外
作
家
さ
ん
の
分
厚
い
ハ

ー
ド
カ
バ
ー
も
考
え
た
の
で
す
が
、翻
訳

さ
れ
た
本
は
ど
う
も
自
分
に
は
合
わ
な
い
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
店
内
を
ウ
ロ

ウ
ロ
し
て
い
て
、児
童
文
学
の
コ
ー
ナ
ー
で

見
つ
け
た
の
が
こ
の
本
な
の
で
す
。大
人
が

精霊の守り人
紹介する本

半
は ん

戸
ど

　一
い っ せ い

成さん （朴木沢）

●
古
本
市

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
本
を
無
料
で
提
供

す
る
古
本
市
を
、
今
年
も
下
記
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。今
年
は
児
童
書
が
多
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
本
が
な
く
な
り
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
早
め
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
25
日
㈬
～
３
月
29
日
㈰

　
　

平
日　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　

土
日　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

■
場
所　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　

ホ
ワ
イ
エ

広報ライブラリー
今月の１冊

2月 −如
き さ ら ぎ

月−

Pen Relay



グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

初は
つ

曽ひ

こ孫
の
一い

っ
さ
い
い
わ

歳
祝
う
と
わ
が
母は

は

の

　
　
つ
き
し
紅こ

う
は
く白
の
餅も

ち
お
く送
り
や
る 

山
本
　
光
一

十じ
ゅ
う

八は
ち

年ね
ん

の
時と

き

経え

て
再ふ

た
た

び
「
よ
さ
こ
い
」
を

　
　
仲な

か

間ま

と
踊お

ど

る
汗あ

せ
な
が流
し
つ
つ 

津
端
　
恵
子

足あ
し

萎な

え
て
ひ
と
り
の
生た

つ

活き

ま
ま
な
ら
ぬ

　
　
母は

は

が
電で

ん

話わ

に
吾わ

れ

を
案あ

ん

ず
る 

貝
澤
　
圭
子

立り
っ

春し
ゅ
ん

の
寒さ

む

き
厨く

り
や

に
炊す

い

事じ

し
つ
つ

　
　
朝あ

さ

の
ラ
ジ
オ
に
春は

る

の
歌う

た

聞き

く 

関
谷
　
郁
子

砕く
だ

け
た
る
ガ
ラ
ス
の
破は

片へ
ん

散ち

ら
す
ご
と

　
　
凍い

て
付つ

く
夜よ

る

を
雪ゆ

き
ひ
か光
り
降ふ

る 

恩
田
　
久
美
子

遊あ
そ

び
つ
つ
子こ

ら
帰か

え

る
ら
し
熊く

ま

よ
け
の

　
　
背せ

の
鈴す

ず
は
や速
く
ま
た
遅お

そ

く
鳴な

る 
丸
山
　
直
子

千せ
ん
ま
さ昌
夫お

の
「
夕ゆ

う

焼や

け
雲ぐ

も

」
を
聞き

き
母は

は

は

　
　
瞼ま

ぶ
た

拭ふ

く
自し

が
夢ゆ

め

を
生い

き
ゐ
て 

小
野
寺
　
恒
代

雪ゆ
き

し
ま
く
零れ

い

下か

の
朝あ

さ

の
宅た

く
は
い
び
ん

配
便

　
　
温お

ん
し
つ
そ
だ

室
育
ち
の
デ
コ
ポ
ン
届と

ど

く 

樋
口
　
康
子

寒か
ん

中ち
ゅ
う

に
紅こ

う
ば
い梅
咲さ

く
と
記し

る

さ
れ
て

　
　
友と

も

の
便た

よ

り
は
春は

る

運は
こ

び
来く

る 

内
山
　
キ
ク

緑み
ど
り

濃こ

き
佐さ

ど渡
の
夏な

つ
や
ま
は
し

山
走
る
師し

の

　
　
愛あ

い
し
ゃ車
に
わ
れ
ら
宿し

ゅ
く

根ね

ぎ木
に
向む

か
ふ 

麻
績
　
初
恵

来ら
い
ね
ん年
に
と
持も

ち
越こ

し
た
る
事こ

と
か
ず数
あ
り
て

　
　
病び

ょ
う

気き

だ
か
ら
と
吾あ

に
言い

い
わ
け訳
す 

滝
沢
　
勝
枝

ひ
ね
も
す
を
除じ

ょ
せ
つ雪
作さ

業ぎ
ょ
う

に
追お

は
れ
つ
つ

　
　
家か

族ぞ
く

ら
次し

第だ
い

に
無む

口く
ち

に
な
り
ぬ 

風
巻
　
京
子

わ
が
眼め

よ
り
減へ

り
ゆ
く
星ほ

し

を
訝い

ぶ
か

ら
ず

　
　
癒い

や

さ
れ
て
き
た
る
長な

が

き
年と

し
つ
き月 

月
岡
　
ヨ
リ
エ

散ち

る
花は

な

の
萩は

ぎ

も
過す

ぎ
ゆ
く
野の

に
あ
り
て

　
　
心こ

こ
ろ

に
棲す

め
る
君き

み
お
も思
ひ
を
り 

鈴
木
　
綾
子

那な

は覇
の
夜よ

の
明あ

か

る
く
弾ひ

け
る
三さ

ん
せ
ん線
と

　
　
太た

い

鼓こ

に
合あ

は
せ
人ひ

と

ら
踊お

ど

れ
り
（
砂
丘
沖
縄
大
会
） 

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

過す

ぐ
る
ご
と
に
年ね

ん

始し

回ま
わ

り
の
数か

ず

へ
り
て

　
　
大だ

い
が
く
え
き
で
ん

学
駅
伝
中ち

ゅ
う

継け
い

に
見み

い入
る 

富
沢
　
キ
ミ

紙か
み

切き

れ
の
メ
モ
を
見み

な
が
ら
ゆ
る
ゆ
る
と

　
　
足あ

し

を
進す

す

め
て
買か

う
人ひ

と

も
お
り 

板
場
　
寛

家か

族ぞ
く

ら
の
揃そ

ろ

ふ
を
待ま

て
る
厨く

り
や

辺べ

に

　
　
七
草く

さ
が
ゆ粥
の
湯ゆ

げ気
の
立た

ち
込こ

む 

柳
沢
　
チ
ヨ

南な
ん
て
ん天
の
実み

黒く
ろ

く
な
り
し
ミ
ニ
門か

ど
ま
つ松

　
　
友と

も

の
手て

作づ
く

り
す
て
が
た
く
を
り 

島
田
　
眞
之

個
人

正し
ょ
う

月が
つ

の
御ご

ち馳
走そ

う

持も

ち
て
義ぎ

弟て
い

来き

ぬ

　
　
や
さ
し
夫ふ

う

婦ふ

の
想お

も

い
に
泣な

き
ぬ 

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
一
月
十
八
日
）

先ま

づ
的ま

と

を
射い

る
眼が

ん
こ
う光
や
弓ゆ

み

始は
じ
め 

房
　
良

耳み
み

に
残の

こ

る
鳥と

り

追お
い

の
歌う

た

祖そ

ふ父
の
歌う

た 

壽
　
子

ま
だ
眠ね

む

る
田た

畑は
た

に
初は

つ

日ひ

射さ

し
に
け
り 

芳
　
司

む
ら
さ
き
の
袴は

か
ま

似に

あ合
ふ
娘こ

弓ゆ
み

始は
じ
め 

れ
い
子

男お

の
子こ

に
は
負ま

け
じ
と
女じ

ょ

子し

の
弓ゆ

み

始は
じ
め 

冬
詩
子

日に
っ
き記
買か

ふ
未み

ち知
の
命い

の
ち

を
数か

ぞ

へ
た
り 

美
　
恵

凛り
ん

と
し
て
袴は

か
ま

た
す
き
の
弓ゆ

み

始は
じ
め 

貞
　

鳥と
り
お
い追
や
揃そ

ろ

は
ぬ
声こ

え

も
闇や

み

の
中な

か 

渡
　
舟

弓ゆ
み

始は
じ
め

孫ま
ご

の
凛り

り凛
し
き
姿す

が
た

あ
り 

妙
　

留と
ど

め
得え

ぬ
時と

き

の
流な

が

れ
や
除じ

ょ

夜や

の
鐘か

ね 

東
　
川

読
ん
で
も
引
き
込
ま
れ
る
異
世
界
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
、そ
れ
が
、「
精
霊
の
守
り
人
」で
す
。

ぼ
く
が
異
世
界
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
大
事

だ
と
思
う
の
は
、描
き
出
さ
れ
る
世
界
観

で
す
。こ
こ
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
、

物
語
の
世
界
に
ど
っ
ぷ
り
入
り
込
め
ま
せ

ん
。「
精
霊
の
守
り
人
」は
冒
頭
で
紹
介
し

た
二
つ
の
世
界
が
重
な
り
合
う
世
を
舞
台

に
、女
用
心
棒
バ
ル
サ
と
過
酷
な
運
命
に

ほ
ん
ろ
う
さ
れ
る
少
年
、皇
太
子
チ
ャ
グ

ム
の
冒
険
が
力
強
く
え
が
か
れ
て
い
ま
す
。

皇
太
子
で
あ
る
チ
ャ
グ
ム
は
、何
不
自
由

な
く
帝
と
な
る
存
在
で
し
た
。し
か
し
、ひ

ょ
ん
な
理
由
か
ら
ナ
ユ
グ
側
の
自
分
に
雲

を
生
む
精
霊
の
卵
を
宿
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。徐
々
に
体
の
自
由
が
利
か
な
く
な
っ

た
り
、も
の
の
け
に
取
り
つ
か
れ
た
と
実

の
父
で
あ
る
帝
に
命
を
狙
わ
れ
て
し
ま
っ

た
り
、窮
地
に
た
た
さ
れ
ま
す
。そ
ん
な
チ

ャ
グ
ム
を
救
っ
た
の
が
女
用
心
棒
の
バ
ル

サ
で
し
た
。そ
し
て
、チ
ャ
グ
ム
を
救
う
た

め
の
旅
が
始
ま
る
の
で
す
。

児
童
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
で
す
の
で
、だ

れ
で
も
気
軽
に
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
で
い
て
世
界
観
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
の
で
物
語
に
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。日
本
人
が
日
本
語
で
書
い
た
壮
大
で

あ
り
な
が
ら
気
軽
に
読
め
る
異
世
界
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
。こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
本
は
な

か
な
か
出
会
え
ま
せ
ん
よ
、是
非
お
勧
め

な
の
で
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

次
は
、同
級
生
で
ピ
ア
ノ
が
と
て
も
上

手
な
石い
し
か
わ川

潤じ
ゅ
ん

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。



いきいき
大好き
津南町
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女
性
の
健
康
づ
く
り

　

女
性
の
か
ら
だ
は
本
来
持
っ
て
い
る
子
ど
も

を
産
む
た
め
の
機
能
を
中
心
に
一
生
を
通
じ
て

大
き
く
変
化
し
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
女
性
の
生
き
方
も
多
様
化
し
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
活
躍
す

る
場
が
増
え
、
新
た
な
ス
ト
レ
ス
も
発
生
し
、

晩
婚
化
や
出
産
回
数
の
減
少
、
食
生
活
の
変
化

等
も
女
性
の
か
ら
だ
や
健
康
に
大
き
く
影
響
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

充
実
し
た
生
活
を
お
く
る
た
め
に
か
ら
だ
も

こ
こ
ろ
も
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
分
の
か
ら
だ
に
関
心
を
持
ち
、
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

♡
塩
分
控
え
め
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

一
日
３
食
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

を
し
ま
し
ょ
う
。
津
南
町
の
成
人
の
健
康
調
査

◇
い
ま
若
い
女
性
に

　
　
　
　
　

子
宮
頸
が
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
女
性
な
ら
誰
で
も
が
か
か
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
進

女
性
の
健
康
週
間

　
　
　

３
月
１
日
～
８
日

生
涯
い
き
い
き
と
生
活
す
る
た
め
に

見
逃
さ
な
い
で
!!
か
ら
だ
の
サ
イ
ン

Ⅰ　

健
康
を
支
え
る
基
本
は
日
々
の

　
　

生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
か
ら

Ⅱ　

女
性
特
有
の
病
気
を
防
ご
う

低
い
受
診
率
!!

（
平
成
23
年
度
）
で
は
年
代
の
若
い
20
代
、
30

代
で
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
い
る
人
は
50
％

と
低
い
状
況
で
、
塩
分
摂
取
も
一
日
平
均
12
ｇ

摂
取
で
県
内
で
も
３
番
目
に
多
く
摂
取
し
て
い

る
状
況
で
す
。
女
性
の
目
標
は
7.5
ｇ
で
す
。

♡
運
動
を
無
理
な
く
楽
し
く
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

適
度
な
運
動
が
体
と
心
に
と
て
も
良
い
と
わ

か
っ
て
い
て
も
生
活
の
中
に
習
慣
化
し
て
い
る

人
は
働
き
世
代
の
人
ほ
ど
少
な
い
状
況
で
す
。

運
動
不
足
を
非
常
に
感
じ
て
い
る
、
や
や
感
じ

て
い
る
人
の
割
合
は
20
代
～
50
代
で
８
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
町
で
行
っ
て
い
る
１
０
０
日
運

動
や
チ
ー
ム
１
０
０
万
歩
等
の
事
業
に
参
加
し

て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
他
通

年
で
行
っ
て
い
る
Ｔ
ａ
ｐ
の
事
業
で
卓
球
、
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ロ
コ
モ
体
操
等
の
教
室
も
あ
り

ま
す
。

行
す
る
の
で
、
気
づ
い
た
時
に
は
子
宮
を
失
う

こ
と
に
な
る
事
や
、
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に
一
回
定
期
検
診
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
今
年
度
検
診
を
受
け
て
い
た

だ
い
た
方
か
ら
も
早
期
で
発
見
し
た
方
、
前
が

ん
状
態
で
発
見
し
た
方
が
い
て
、
検
診
を
受
け

る
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

◇
自
己
チ
ェ
ッ
ク
と
乳
が
ん
検
診
で

　
　

早
期
に
乳
房
の
異
常
を
つ
か
み
ま
し
ょ
う
。

　

乳
が
ん
は
40
歳
代
～
60
歳
代
で
最
も
多
く
、

20
代
～
30
代
で
発
見
さ
れ
る
女
性
も
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
年
々
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

30
歳
に
な
っ
た
ら
自
己
チ
ェ
ッ
ク
を

　

40
歳
か
ら
は
合
わ
せ
て
、
２
年
に
一
回
定
期

的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

図
１
・
２
の
と
お
り
津
南
町
の
受
診
率
は
残

念
な
が
ら
低
い
受
診
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

検
診
を
受
け
て
安
心
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

乳がん
自己チェックポイント
（毎月一回行うと変化がわかります）

　しこり、ひきつれ、くぼみ、乳首から分泌物
が出るなどの症状の有無

　上記の症状があった場合、
早期に外科または乳腺外来
に受診しましょう。

●平成 26 年度乳がん検診
　年代別受診状況（Ｈ 27 年２月現在暫定）

●平成 26 年度子宮がん検診
　年代別受診状況（Ｈ 27 年２月現在暫定）
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初は
つ

午う
ま

と
稲い

な

り荷

　

２
月
の
最
初
の
午う
ま

の
日
を｢

初は
つ
う
ま午｣

と

い
っ
て
、
こ
の
日
に
は
全
国
の
お
稲
荷
さ
ん
で

縁
日
が
開
か
れ
ま
す
。
大
割
野
の
稲
荷
神
社
で

は
２
月
11
日
が
戊つ
ち
の
え

午う
ま

で
最
初
の
午
の
日
で
す
の

で
初
午
の
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

縁
日
と
い
い
ま
す
と
、
特
定
の
神
仏
の
降
誕

な
ど
、
特
別
の
縁
が
あ
る
と
し
て
祭
典
や
供
養

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
日
に
参
拝
す
る
と
大
き

な
功
徳
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
稲
荷
神
の

信
仰
は
京
都
伏
見
の
稲
荷
大
社
を
本
源
と
し
て

全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。

こ
の
伏
見
稲
荷
大
社
の
主
神
は
倉う
か
の
み稲

魂た
ま
の

神か
み

で

素す
さ
の
お
の

戔
鳴
尊み
こ
と

の
子
ど
も
で
す
。
も
と
も
と
、
地
方

に
は
田
の
神
信
仰
が
あ
っ
て
春
に
山
の
神
が
田
に

お
り
て
秋
の
収
穫
が
終
わ
る
と
、
再
び
山
に
も

ど
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。（
津
南
町

で
も
同
じ
信
仰
が
残
っ
て
い
ま
す
）
伏
見
稲
荷

の
起
源
も
京
都
伊
奈
利
山
（
現
在
は
稲
荷
山
）

の
山
の
神
へ
の
信
仰
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
２
月
の
初
午
に
稲
荷
の
縁
日
が
行
わ

れ
る
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
そ
れ
は
和
銅
４
年

（
７
１
１
）
伊
奈
利
山
の
山
の
神
の
祭さ
い

祀し

権け
ん

を

帰
化
し
た
豪
族
の
秦は
た
の

公き
み

伊い

呂ろ

具ぐ

が
に
ぎ
り
、
伊

奈
利
山
山
頂
に
神
社
を
祀
っ
た
そ
の
日
が
２
月

の
初
午
の
日
だ
っ
た
の
で
す
。
伊
奈
利
は
稲い
ね

生な
り

の
転
語
で
、
神
が
稲
を
背
負
っ
て
い
る
姿
か
ら

稲
荷
と
い
う
字
が
生
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

江
戸
で
は
稲
荷
社
が
特
に
多
く
、
江
戸
で
は

初
午
の
祭
典
が
盛
ん
で
し
た
。小
川
直
之
著『
日

本
の
歳
時
伝
承
』
に
よ
り
ま
す
と
、
神
輿
が

町
内
を
巡
っ
た
り
、
神
楽
の
奉
納
が
あ
っ
た
り
、

太
鼓
の
競
演
が
あ
っ
た
り
で
、「
初
午
や
ほ
こ

り
に
か
す
む
通
り
道
」
と
詠
ん
だ
俳
人
も
い
る

ほ
ど
参
拝
者
が
多
く
盛
大
で
し
た
。

全
国
に
は「
伊
勢
屋（
屋
号
）稲
荷
に
犬
の
糞
」

と
ま
で
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
稲
荷
社
の
建こ
ん

立り
ゅ
う

や
石せ
き

祠し

（
津
南
で
は
石い
し

宮み
や

と
も
）
が
多
く
あ
り
ま
す
。

津
南
町
で
は
稲
荷
社
は
正
面
集
落
と
大
割
野

の
２
社
で
し
ょ
う
か
。
稲
荷
神
を
合
祀
し
た
神

社
が
あ
る
よ
う
で
す
が
「
つ
ま
り
石
仏
の
会
」

で
は
こ
の
よ
う
な
調
査
を
進
め
て
い
ま
せ
ん
。

『
野
仏
の
里
つ
な
ん
』
の
石
仏
調
査
で
は
稲
荷

神
の
石
仏
が
22
体
あ
り
ま
す
。
石
祠
は
１
３
５

体
あ
り
ま
す
。（
す
べ
て
の
石
祠
は
稲
荷
神
を

祀
っ
た
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
）
こ
の
調
査
で

は
、
調
査
外
に
し
た
個
人
の
屋
敷
内
に
あ
る
稲

荷
神
を
祀
っ
た
石
祠
数
を
含
め
る
と
２
０
０
体

前
後
は
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
津
南

で
も
江
戸
に
劣
ら
ず
稲
荷
神
の
信
仰
の
広
が
り

が
伺
わ
れ
ま
す
。

平
成
27
年
度
Ｔ
ａ
ｐ
会
員
募
集

春
を
呼
ぶ
！
第
４
回
Ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ
ｎ

豪
雪
地
面
出
し
競
争
参
加
者
募
集

 津南町　寺石

稲荷神を祀った石祠

　

雪
が
降
り
続
い
て
い
ま
す
が
、
津
南
の
春
は

少
し
ず
つ
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

春
に
向
け
て
Ｔ
ａ
ｐ
で
は
平
成
27
年
度
の
会

員
を
募
集
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
生
き
生
き
と
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、

運
動
教
室
や
文
化
活
動
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
活
動
支
援
や
、

若
者
も
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
津
南
町
の
皆
さ
ん
が
、
笑
顔
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
Ｔ
ａ
ｐ
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
２
月
20
日
号
で
配
布
し
た

「
Ｔ
ａ
ｐ
で
い
こ
う
!!
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

豪
雪
地
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
「
豪
雪
地
面

出
し
競
争
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
雪
の
恵

み
を
感
じ
、
さ
ら
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
一
足
早
い

春
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
地
面
出
し
競
争

の
他
に
ソ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
レ
ー

ス
も
追
加
し
、
よ
り
楽
し
め
る
企
画
に
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
挑
戦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

３
月
22
日
㈰　

集
合
９
時
45
分

■
会
場　

津
南
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も

■
部
門

①
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
小
学
生
２
名
を
含
む
）

■
表
彰　

各
部
門
１
位
か
ら
３
位
ま
で
表
彰

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

■
申
込
み　

３
月
10
日
㈫
ま
で
に
Ｔ
ａ
ｐ
事
務

局
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
ａ
ｘ
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

■
そ
の
他

・
参
加
者
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
保
険
に
加
入

し
ま
す
。

・
申
し
合
わ
せ
事
項
等
は
申
込
み
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局
（
℡
７
６
５
‐
５
７
７
６
）

昨年の優勝は 5 分 33 秒（積雪 160㎝）

「遊友会」が２連覇を達成しました。

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

213
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農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

農
業
委
員
会
の

窓

〜
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
12
月
〕

　

25
日　

第
６
回
総
会

〔
１
月
〕

　

27
日　

第
７
回
総
会

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
・
議
会
懇
談
会

〔
２
月
〕

　

５
日　

企
画
会
議
・
広
報
部
会

　

17
日　

家
族
経
営
協
定
調
印
式

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
２
月
〕

　

25
日　

第
８
回
総
会

〔
３
月
〕

　

25
日　

第
９
回
総
会

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
。老
後
の
備
え

は
十
分
で
し
ょ
う
か
。農
業
者
平
均

寿
命
は
男
性
87
歳
、女
性
92
歳
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。長
い
老
後
に
備
え

て
、国
民
年
金
だ
け
で
は
足
り
な
い

お
金
を
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
補

い
ま
し
ょ
う
。

　

農
業
者
年
金
に
は
、税
制
上
の
優

遇
措
置
の
ほ
か
、保
険
料
の
国
庫
補

助（
要
件
あ
り
）な
ど
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。

　

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
老
後
の

生
活
に
備
え
ま
せ
ん
か
。

―
農
業
者
年
金
の
特
徴
―

●
そ
の
１

　

少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金

　

自
分
が
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ

の
運
営
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
れ
る

年
金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
の
年
金

で
す
。

●
そ
の
２

　

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
保
証

　

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。し

か
し
、仮
に
加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳

大地に生きる

　農業歴 9 年でキャベツ（延べ面積 6ha）を中心に人参 2ha（雪下
ニンジンを含む）、水稲 3ha の複合経営です。
　雪下ニンジンが始まるまでは、ニュー・グリーンピア津南で働
きながら青春を謳歌していますが、今年は経営移譲をし、農業簿
記等も受け継ぎます。
　通年農業を目指し目下研究中です。どなたかアドバイスをいた
だけたらうれしいです。趣味は読書ですが、地域では赤沢かぐら
に親しんでいます。

滝沢　勇太さん　（31歳）　赤沢

前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、死
亡
し

た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
受
け
取
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の

現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
が
、死
亡
一

時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
そ
の
３

　

税
制
上
の
優
遇
措
置

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

支
払
っ
た
保
険
料
の
15
～
30
％
程
度

の
節
税
に
な
り
ま
す
。

●
そ
の
４

　

保
険
料
を
自
由
に
設
定

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の

目
標
に
む
け
て
、月
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
の
範
囲
内
で
千
円
単
位

で
自
由
に
選
べ
ま
す
。

●
そ
の
５

　

国
の
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
等
一
定
の
要
件
を
備

え
た
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
、保
険

料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

■
農
業
者
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
農
業
委
員
会

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
３

今
に
な
れ
ば
、入
っ
て
て
良
か
っ
た

　

農
業
者
年
金

 
ー
受
給
者
の
声
ー

　

農
業
者
年
金
（
農
年
）
も
長
い
間

に
い
ろ
い
ろ
大
変
な
こ
と
も
あ
り
、

脱
退
し
民
間
の
年
金
に
入
ろ
う
か
と

思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
農
年
も
積
立
方
式
へ
の
転

換
な
ど
組
織
改
革
を
行
い
、
時
代
に

あ
っ
た
年
金
方
式
に
変
わ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
掛
金
の
全
額

税
控
除
等
は
昔
か
ら
の
有
利
な
点
で

あ
り
今
に
な
れ
ば
、
加
入
し
て
い
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

年
金
は
国
民
年
金
と
合
わ
せ
て
も

他
の
年
金
者
と
は
差
が
あ
り
ま
す
。

農
年
で
農
業
者
の
よ
り
安
定
し
た
老

後
を
保
障
す
る
こ
と
が
、
若
い
農
業

者
の
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

全国農業新聞を
　購読しませんか

　めまぐるしく変わる農政情報を分かり
やすい紙面で毎週金曜日にお届けします。

購読料　１カ月　700円（年間8,400円）
★お申し込みは、津南町農業委員会（℡765-5583）

●４月から料金が600円から700円に改定されます。
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

美
穂
と
所
平
の
境
に
は
、河
岸
段
丘
の
中
で
、

一
番
高
く
古
い
谷
上
段
丘
面
に
位
置
し
、
約

43
万
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の
堆
積
物
を
確
認
す

る
事
の
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　

ロ
ー
ム
層
と
は
、
主
に
火
山
灰
が
風
化
・
堆

積
し
て
で
き
た
地
層
の
こ
と
で
赤
褐
色
の
火
山

灰
質
粘
性
土
な
の
で
俗
に
「
赤
土
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ロ
ー
ム
層
に
は
、
8.9
万
年
前
の
阿
蘇
カ

ル
デ
ラ
の
火
山
灰
（
Ａ
ｓ
ｏ-

４
）
や
5.5
万
年

前
の
大だ
い
せ
ん山

の
火
山
灰
（
Ｄ
Ｋ

Ｐ
）、
2.9
万
年
前
の
姶あ
い

良ら

カ

ル
デ
ラ
の
火
山
灰
（
Ａ
Ｔ
）、

1.5
万
年
前
の
浅
間
火
山
の
火

山
灰
（
Ａ
ｓ-

Ｋ
）
な
ど
日

本
各
地
か
ら
飛
ん
で
き
た
火

山
灰
が
堆
積
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
下
層
に
は
、
バ
イ
オ

タ
イ
ト
ロ
ー
ム
層
と
呼
ば
れ

る
黒く
ろ

雲う
ん

母も

を
含
む
層
が
あ
り

ま
す
。
縄
文
時
代
の
土
器
を

観
察
す
る
と
こ
の
黒
雲
母
が

ジ
オ
サ
イ
ト
№
10

美
穂　

ロ
ー
ム
層
の
露ろ

頭と
う

ローム層の露頭

苗場山麓に僕たちの祖先が暮
らし始めたのが約３万年前だ
からそれよりも 40 万年も前
の地層が見られるなんてすご
いよね！

芦ヶ崎小学校２年　鈴木翠
みどり

さん

身も心もポッカポカ〜みかんポン酢〜
　まだまだ寒さ厳しき日々が続いています。
春の訪れが待ち遠しい今日この頃ですね。

　さて今回は、自家製ポン酢のご紹介です。
　寒い日に、おなかの中から温まるお鍋を！と思った
ら、自家製ポン酢を作って食べてみませんか？
　とっても簡単で、この時期には欠かせない果物“み
かん”のポン酢を紹介します。（みかんの皮は、捨てず
に布にくるんでお風呂に浮かべればぽかぽか温まるみ
かん風呂に変身！パラパラに乾燥させて消臭剤として
リユース（再利用）もできますよ！）

《材料》
みかんをしぼった汁	 100㏄　小さいサイズのみかん 5個位

しょうゆ	 100㏄　
酢	 50 － 100㏄（好みで♪）
こんぶ	 1 枚

《作り方》
①	みかんをしぼります
②	みかん汁、しょうゆ、酢を合わせます
③	②をビンに入れ昆布を入れます
④	すぐに使えますが、一晩置くと味がなじみます　
　
「ポイント」
＊みかんだけでは香りが薄いので柚子やすだちを入れ
てもいいと思います♪

＊しょうゆの代わりに塩で味付けすれば塩ポン酢にな
ります（＾＾）

　ぜひ、お試しあれ !!

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　三浦　富
とみ

恵
え

（赤沢）

風
化
し
て
金
色
に
変
色
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て

い
て
、
こ
の
土
を
土
器
作
り
な
ど
に
利
用
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。



戸 籍 の 窓

■人口10,347（−24）　男5,049（−7）　女5,298（−17）

■世帯数3,580（−4）　■転入／ 2　■転出／ 15　■出生／ 6　■死亡／ 17　■婚姻／ 1２月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●第５回　Myコレクション展
　会　期／ 2月7日㈯～ 3月8日㈰
　入場料／無料
　Myコレクション展の会

期も残りわずかとなりまし

た。

　鉄道模型・小物入れ・カメ

ラ・マッチ箱など、様々な

ジャンルのコレクションが

集まり、子どもから大人ま

で楽しめる展示会です。

●苗場山麓ジオパーク・ガイド養成講座
　日　時／ 3 月18日㈬　18：30 ～ 20：00
　会　場／なじょもん研修室
　受講料／無料
　ジオパークは、貴重な地形や地質・動植物・歴史文化を保全しながら、教育・防災

活動や観光に活かしていこうというものです。 

　子ども達や観光客に、苗場山麓の素晴らしさを知ってもらうためのガイドの養

成を行っています。 

　今回は、3月28日㈯に行われる「苗場山麓ジオパークガイド認定検定」の対策講

座になります。

●第1回苗場山麓ジオパークガイド認定検定（初級）
　日　時／ 3月28日㈯
　　　　　13：30 ～ 14：30
　会　場／なじょもん
　検定料／無料
　申込締切／ 3月10日㈫
　「苗場山麓ジオパークガイド」と

して活躍したい方なら、どなたでも

受けられます。

　お問合せ先：苗場山麓ジオパーク

振興協議会事務局　☎765-1600

小物入れコレクション

苗場山麓の素晴らしさを伝えよう！

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります3 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈰ 9：00〜11：00 スノーシューで森へ　パートⅠ 300 低学年から

8日㈰ 9：00〜11：00 スノーシューで森へ　パートⅡ 300 低学年から

15日㈰ 9：00〜11：30 スノーシューで森へ　パートⅢ 500 低学年から

21日㈷ 10：00〜15：30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年から

22日㈰ 9：00〜15：00 ジオツアー　カモシカウォッチング 800 中学年から

26日㈭ 19：00〜21：00 星空観察会 300 低学年から

29日㈰ 10：00〜12：00 春木山 300 高学年から

※友の会の皆さんは半額です。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
２
月
も
も
う
終

わ
り
そ
う
で
す
ね
。

　

大
雪
に
始
ま
っ
た
今
シ
ー
ズ
ン
で

し
た
が
、
３
月
に
入
れ
ば
も
う
春
の

足
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
ね
。
春
を

連
れ
て
く
る
と
い
え
ば
、
来
月
開
業

の
北
陸
新
幹
線
。
町
民
の
皆
さ
ん
に

関
係
し
そ
う
な
こ
と
を
記
事
に
集
め

て
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
津
南

雪
ま
つ
り
の
日
で
も
あ
り
ま
す
。
北

陸
新
幹
線
に
乗
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
た
が
春
を
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
る

と
い
い
で
す
ね
！

　

期
待
に
胸
が
膨
ら
み
ま
す
。

瀧澤　美
み お

桜（陣場下） 佑一さん
 なつみさん

涌井　星
せ ら

咲（割野） 之さん
 かおりさん

小野塚　共
きょう

飛
と

（辰ノ口） 克幸さん
 彰子さん

佐藤　新
あら

太
た

（正面） 信之さん

 　　望美さん

藤ノ木　忠男さん （83歳・所平）
涌井　カズヱさん （88歳・穴藤）
藤ノ木勇七郎さん （95歳・船山）
桑原　カ子さん （91歳・十二ノ木）
樋口　フサヲさん （96歳・城原）
柳沢　正喜さん （90歳・卯之木）
鈴木　智さん （51歳・大割野）

中沢　伸子さん （72歳・中深見）
中田　ミサさん （89歳・恵福園）
滝沢　コメさん （88歳・赤沢）
根津　昭作さん （84歳・辰ノ口）
上村　兵太郎さん （96歳・大割野）
樋口　ミイさん （83歳・反里口）
飯田　ハルさん （76歳・大割野）
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

北
陸
新
幹
線
開
業
の
前
に
行
わ
れ
た
試

乗
会
の
写
真
で
す
。有
名
な
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
か
た
が
監
修
し
た
こ
の
車
両
は「〝
和
〟の
未
来
」
を

車
両
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。


